
半
分
を
超
え
る
義
務
的
経
費

ー

　

２
８
９
億
円
は
、
実
際
に
、
ど
う
い
う
ふ
う

に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

２
８
９
億
円
の
う
ち
、
半
分
を
超
え
る
51
％

が
義
務
的
経
費
と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
義
務
的
経
費
と
は
、
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば

　

い
け
な
い
経
費
の
こ
と
で
、
人
件
費
、
扶
助

　

費
（
児
童
手
当
や
医
療
費
な
ど
）、
公
債
費

　
（
借
入
金
の
返
済
）
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り

　

ま
す
。

●
人
件
費…

全
体
の
18
％
を
占
め
る
人
件
費
は
、

　

17
年
度
の
人
件
費
と
比
較
す
る
と
、
７
億
１

　

千
万
円
の
減
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

　

民
営
化
や
支
所
機
能
の
本
庁
へ
の
集
約
な
ど

　

の
取
り
組
み
を
行
っ
た
結
果
で
す
。

●
公
債
費
（
借
入
金
の
返
済
費
用
）…

公
債
費

　

の
占
め
る
割
合
は
、
19
％
。
ち
ょ
っ
と
多
い

　

の
で
は
？
と
感
じ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

　

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
数
十
年

　

と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て
使
う
道
路
や
建
物

　

は
、「
作
っ
た
世
代
」
だ
け
で
な
く
、「
使
う

　

世
代
」
も
そ
の
費
用
を
支
払
う
べ
き
、
と
い

　

う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

　

事
業
を
い
っ
た
ん
行
う
と
、
後
世
の
人
た
ち

　

に
は
、
負
担
の
義
務
が
否
応
な
く
生
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
借
入
金
に
は
利
息
が
つ
き
ま
す
（
20

　

年
度
５
億
５
千
万
円
）
の
で
、
事
業
は
、
慎

　

重
に
検
討
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

歳
出
の
う
ち
投
資
的
経
費
は
13
％
ー

　

義
務
的
経
費
に
対
し
て
、
道
路
や
公
共
施
設

な
ど
の
建
設
費
や
自
然
災
害
の
復
旧
に
要
す
る

費
用
の
こ
と
を
投
資
的
経
費
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
家
計
に
例
え
る
と
自
宅
の
増
改
築

や
車
の
購
入
経
費
に
相
当
す
る
も
の
で
、
安
心

で
快
適
な
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
経
費
で
あ

り
、
取
得
し
た
後
も
継
続
し
て
使
用
で
き
る
財

産
と
な
る
点
が
特
徴
で
す
。

　

ほ
か
の
経
費
の
主
な
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
消
費
的
経
費…

各
種
事
業
や
団
体
へ
の
補
助

　

金
・
負
担
金
や
公
共
施
設
の
維
持
補
修
に
要
す

　

る
経
費
で
す
、家
計
に
例
え
る
と
自
治
会
費
や

　

ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
の
会
費
な
ど
、主
に
後
年

　

度
に
残
ら
な
い
経
費
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

●
そ
の
他
の
経
費…

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保

　

健
や
水
道
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
に
対
す
る

　

繰
出
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
計
を
別

　

に
し
て
い
る
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
に
あ
た
り

　

ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ
以
外
に
も
基
金
へ
の
積

　

み
立
て
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
家
庭
で
い

　

う
預
金
に
相
当
し
ま
す
。

　

以
上
、
全
体
的
に
見
る
と
自
分
で
稼
い
だ
給

料
（
自
主
財
源
）
で
は
、
必
要
な
生
活
費
（
義

務
的
経
費
）
を
ま
か
な
い
き
れ
ず
、
親
・
兄
弟

か
ら
援
助
（
依
存
財
源
）
し
て
も
ら
い
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
状
況
と
い
え
ま
す
。

　

南
島
原
市
が
自
由
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
お

金
は
、「
も
と
も
と
非
常
に
少
な
い
」
こ
と
が

お
わ
か
り
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
限
ら
れ
た
お
金
（
＝
予
算
）
の
中

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
は
行
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

で
は
、「
南
島
原
家
」
は
ど

ん
な
家
庭
？

　

自
分
の
家
計
簿
を
見
た
だ
け
で
は
、

良
い
悪
い
の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

家
族
構
成
な
ど
が
似
て
い
る
家
庭

（
類
似
団
体
）
と
大
ま
か
に
比
較
す

る
と
、
歳
入
で
は
親
・
兄
弟
か
ら
の

援
助
（
依
存
財
源
）
が
特
に
大
き
く
、

歳
出
で
は
預
金
（
積
立
金
）、
借
金

の
返
済
（
公
債
費
）
そ
れ
に
家
の
改

築
費
用
（
投
資
的
経
費
）
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
お
り
、
着
実
に
借
金
を

返
済
し
な
が
ら
も
、
必
要
な
事
業
は

実
施
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

36億8,201万5千円
市民税、固定資産税、軽自動
車税など

市税 13%

8億5,406万6千円
事業実施にあたり受益者から徴
収するもの、使用料や証明書な
どを交付する際の手数料など

分担金および使用料など 3%

4億5,726万3千円
前年度から繰り越しされたもの

繰越金 2%

4億7,525万5千円
繰入金、財産収入・寄付金、諸
収入など

その他 1%

137億6,282万5千円
地方自治体が全国水準の行政を
行えるように交付されたもの

地方交付税 46%

29億1,635万1千円
国が認める事業費に対し、国
から交付されるもの

国庫支出金 10%
29億1,323万5千円
県が認める事業費に対し、県
から交付されるもの

県支出金 10%

35億5,040万円
事業を行うために借りたもの

市債 12%

9億4,662万3千円
国または県が徴収した税金か
ら一定割合で譲与されるもの

地方譲与税等 3%

依存財源  81%
地方交付税や県補助金など、国や県の意思により、定められた額を

交付されたり割り当てられたりする収入

自主財源  19%
市税や施設使用料、住民票発行手数料など、市が自主的に得る収入

依存財源依存財源依存財源
240億8,943万4千円240億8,943万4千円240億8,943万4千円

自主財源自主財源自主財源
54億6,859万9千円54億6,859万9千円54億6,859万9千円

市の収入総額 億 , 万 千円

53億638万６千円
職員や特別職の給与、議員や各
種委員の報酬など

人件費 18%

26億712万7千円
市の施設の維持、補修に要す
る経費

維持補修費
物件費 9%

30億6,706万3千円
各事業や団体への補助金・負
担金に要する経費

補助費等 11%

39億1,840万8千円
児童手当や医療費、生活保護
などに要する経費

扶助費 14%

55億2,991万3千円
道路や学校などの公共施設の
建設整備等のために借り入れ
た借金の返済に要する経費　

公債費 19%

38億1,438万円
道路、学校、海岸保全などの
建設に要する経費
自然災害などにより被災した施
設などの復旧に要する経費

普通建設事業費
災害復旧事業費 13%

16億4,180万2千円
投資および出資金・貸付金、積立金 6%

29億8,711万9千円
国民健康保険や老人保健、水道事業など
特別会計へ繰り出す経費

繰出金 10%

義務的経費  51%
歳出のうち支出が義務付けられ、任意に節減できない経費　 道路、学校、海岸保全などの建設、災害復旧に要する経費

投資的経費  13%

その他の経費  16%
国民健康保険・老人保健、水道事業など特別会計への繰出金や基金
への積み立てに要する経費

業務委託料・使用料、施設の維持・補修、各事業や団体への補助
金・負担金に要する経費

消費的経費  20%

義務的経費義務的経費
147億5,470万7千円147億5,470万7千円

投資的経費
38億1,438万円
投資的経費

38億1,438万円

消費的経費
56億7,419万円
消費的経費

56億7,419万円
その他の経費

46億2,892万1千円
その他の経費

46億2,892万1千円

市
道
陣
場
線
整
備 

６
，８
４
４
万
円（※

）

　

今
年
５
月
に
開
通
し
た
陣
場
線
（
全
線
２
，

１
６
９
メ
ー
ト
ル
）。
南
有
馬
町
の
浦
田
・
大
江

方
面
か
ら
、
広
域
農
道
や
雲
仙
・
小
浜
方
面
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
よ
く
な
り
ま
し
た
。
道

路
沿
線
に
あ
る
南
有
馬
運
動
公
園
に
は
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
が
、
開
通
に
よ
り
、

よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
訪
れ
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
原
城
文
化
セ
ン
タ
ー
や
西
望
公
園
に
大

型
バ
ス
で
行
き
や
す
く
な
っ
た
こ
と
も
特
徴
で

す
。
訪
れ
る
観
光
客
も
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
り
、

今
後
は
交
流
人
口
の
増
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

憩
い
の
広
場
整
備 

３
，
１
３
８
万
円

　

役
場
が
な
く
な
っ
て
、

寂
し
い
気
持
ち
も
正
直
あ

り
ま
す
が
、
商
店
街
の
中
に
緑
の
多
い
公
園
が
で
き

て
ず
い
ぶ
ん
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

近
く
の
保
育
園
児
が
よ
く
散
歩
で
訪
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。
特
に
ト
イ
レ
は
立
地
の
良
さ
も
あ
っ
て
、

よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
全
体
的
に
、
利

用
者
は
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　

今
後
も
市
民
の
交

流
の
場
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

バ
ス
停
の
整
備
（
布
津
支
所
前
ほ
か
）

　
　
　

  　
　
　
　
１
，
０
３
０
万
円

　

県
工
事
と
し
て
行
わ
れ
た
布
津
町
の
２
カ
所
の

バ
ス
ベ
イ
整
備
（
繰
り
越
し
事
業
と
し
て
、
現
在

も
６
カ
所
を
整
備
中
）
に
併
せ
、
市
で
も
バ
ス
シ

ェ
ル
タ
ー
（
上
屋
）
を
整
備
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
走
り
や
す

い
道
路
が
期
待
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
バ
ス
の
利
用
者
に
と
っ
て

も
快
適
な
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

※20年度事業費。総事業費は14億２,３３７万円

旧加津佐庁舎は
市民の憩いの広場として
生まれ変わりました

近隣にお住まいの
本多  勝さん

「島鉄廃止でバスが増便になっ
た最初のころは、バスの後ろに
行列ができることが、時々あり
ましたが、バスベイの整備が進
み、行列はあま
り見かけなくな
りましたね」　

三潮タクシー　  
　　　　石橋正共さん

南島原市の平成20年度の決算について市の支出総額 億 , 万 千円

特集  南島原市の決算 特集  市が289億円で買ったもの

から
見てみよう決算 ①

市がどう変わったか

から
見てみよう決算 ②

市がどう変わったか

から
見てみよう決算 ③

市がどう変わったか

国道まで続く陣場線
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